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学校法人会計と企業会計との違いについて 

 

企業会計では「損益計算書」「貸借対照表」および「キャッシュフロー計算書」が作成さ

れます。企業では営業成績を損益計算書によりあらわし、単年度の事業状況を明確化し、

経営成績を知ることで収益を高めることに役立てます。 

一方、学校法人会計では、学校法人会計基準により定められた会計処理を行い、「資金収

支計算書」「事業活動収支計算書」および「貸借対照表」等の計算書類を作成します。 

各計算書の内容は以下のとおりで、これらを分析することにより、学校法人の財政および

経営の状況が把握できます。 

 

◆貸借対照表 

 年度末における資産・負債・基本金および収支差額（純資産）の財政状況を示し、当

年度末と前年度末と対比して記載するものです。 

 

◆事業活動収支計算書 

 当該年度の教育・研究その他の諸活動を「教育」、「教育外」、「特別」の３つの活動に

区分し、区分ごとの収支内容ならびに基本金組入額を含めた収支の均衡状態を明らか

にするものです。 

 

◆資金収支計算書 

学校法人の当該会計年度の諸活動に対応するすべての収入・支出の内容を明らかにし、

支払資金（現金預金）の収入・支出の顛末を明らかにするものです。 

 

学校法人は営利を目的としていないため、長期的にみて財政が健全に維持されているかど

うか、教育研究施設設備が適切に充実されているか、等という観点から財務資料を分析し、

改善方策を追求することが目的となります。 
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１．貸借対照表 
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２．収支計算書  

（１）事業活動収支計算書 
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 （２）資金収支計算書 
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３．財産目録  

 

 


